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オ
ン
ギ
ン
碑
文
に
闘
す
る
一
考
察

ー

ー
そ
の
設
立
目
的
と
設
立
年
代
を
中
心
と
し
て
|
|

津

田

動

は

じ

め

に

一
オ
ン
ギ
ン
碑
文
の
翻
謬
と
そ
の
構
成

二
「
テ
ン
グ
リ
ケ
ン
」
と
は
誰
か

三
碑
文
に
見
え
る
吋
O
『

5
0吉岡
遠
征

四
碑
文
南
面
第
三
行
の
解
緯

五
碑
文
主
題
者

〈埋
葬
者
〉
の
死

結
び
に
代
え
て
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t土

じ

め

現
在
知
ら
れ
て
い
る
古
代
チ
ュ
ル
ク
語
碑
文
の
中
で
、
比
較
的
情
ー
か
ら
知
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
今
だ
に
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
碑
文
の
一
つ
に
、
い
わ
ゆ
る
オ
ン
ギ
ン

(
Oロ
包
ロ
〉
碑
文
が
あ
匂
σ

と
り
わ
け
、
近
郊
で
護
見
さ
れ
た
パ
イ
ン
ツ
ォ
ク
ト
(
切
巳
ロ
・
叶

S
E
O〉

碑
文
|
|
敵
欲
谷
(
、
円

3
2
2
)
碑
文
ー
ー
ー
、

ホ
シ
ョ

l
ツ
ア
イ
ダ
ム

(

5

0
岳
0
・叶

g
r
g
碑
文
|
|
闘
特
勤

h
o
E笹
口
〉
碑
文
と

そ
の
製
作
者
及
び
設
置
年
代
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
に
封
し
て
、
オ
ン
ギ
ン
碑
文
は
、

此
伽
可
汗
(
回
二
関
陣
。
白
『
田
口
〉
碑
文
1

ー
が
、

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
こ
と
す
ら
解
明
さ
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
疑
問
に
射
し
、
先
皐
達
は
た
だ
手
を
扶
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ォ

Y
ギ
ン
碑
文
の
拓
本
取
り
に
そ
の
精
力
を
傾
け

た
ラ
ド
ロ
フ
は
、
こ
の
碑
文
を
突
阪
第
二
王
朝
の
始
祖
骨
哨
(
吐
〉
稔
の
も
の
と
最
初
に
考
え
た
。

勿
論
、

」
れ
を
承
け
た
マ
ル
ク
ワ
ル
ト
は
ラ
ド
ロ



フ
の
研
究
に
擦
り
な
が
ら
も
若
干
の
修
正
を
加
え
つ
つ
、
本
碑
文
を
骨
拙
詠
の
弟
で
後
に
大
可
汗
の
地
位
に
就
い
た
獣
畷
の
記
念
碑
で
あ
る
と

主
張
し
向
。
こ
の
マ
ル
ク
ワ
ル
ト
の
ラ
ド
ロ
フ
批
判
は
べ
ラ
ド
ロ
フ
を
し
て
若
干
の
訂
正
を
除
儀
な
パ
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
か
れ
は
先
の
見
解

を
撤
回
し
て
、
骨
拙
椋
の
遠
い
親
戚
に
あ
た
る
西
京
突
厩
の
王
子
の
碑
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
に
至
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
ラ
ド
ロ
フ
、

マ
ル
ク
ワ
ル
ト
の
両
氏
の
見
解
に
劉
し
、
小
野
川
秀
美
氏
は
、
逐
一
そ
れ
ら
を
検
討
ル
な
が
ら
、
骨
哨
稔
・
黙
畷

オ
ン
ギ
ン
碑
文
の
主
題
者
(
埋
葬
者
)
に
あ
て
る
見
解
を
提
出
さ
れ
た
。

の
弟
と
し
て
中
園
史
料
に
見
え
る
附
悉
包
を
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
皐
設
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
闘
特
勤
碑
文
等
に
刻
ま
れ
て
い
る
野
生
の
牡
山
羊
と
思
わ
れ
る
線
刻
肢
の
タ

ム
ガ
が
、
オ
ン
ギ
ン
碑
文
の
上
部
に
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
よ
り
、
い
ず
れ
も
突
蕨
阿
史
那
氏
一
門
の
記
念
碑
で
あ
ろ
う

と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
設
置
年
代
に
つ
い
て
は
、
八
世
紀
初
頭
の
も
の
と
し
て
い
る
だ
け
で
、
具
睦
的
な
年
代
設
定
は
一
か
さ
れ

て
は
い
な
い
。
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ソ
聯
邦
の
皐
者
に
よ
る
古
代
チ
ュ
ル
ク
語
の
研
究
は
、
質
量
共
に
他
の
そ
れ
を
座
し
て
い
る
。
た
だ
オ
ン
ギ
ン
碑
文
に
闘
す
る
専
題
研
究
と

な
る
と
、
他
の
碑
文
に
比
べ
て
決
し
て
多
い
と
は
言
え
ず
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
大
牟
が
1

1

一
部
の
研
究
を
除
い
て
ー
ー
ー
轄
寓
と
語
注
に
そ
の

精
力
が
注
が
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ゆ
一

こ
の
よ
う
な
中
で
た
だ
グ
ロ

l
ソ
ン
の
み
は
、
そ
の
設
置
年
代
に
つ
い
て
は
っ
き
り
と
し
た
見
解
を
示
し
て
い
る
。

考
査
を
逐
一
検
討
し
な
が
ら
、
オ
ン
ギ
ン
碑
文
は
、
敵
欲
谷
碑
文
や
闘
特
動
碑
文
を
模
倣
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
製
作

年
代
を
、
碑
文
の
主
題
者
巴

as-wヨ
ゲ
苫
が
死
亡
し
'た
未
の
年
|
|
七
一
ニ
一
(
関
元
一
九
)
年
|
|
の
直
後
、
七
三
一
一
(
関
元
二
O
〉
年
か
ら

合

υ守

七
三
四
〈
開
元
主
己
年
末
の
聞
に
'求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
か
れ
の
論
稿
に
は
数
え
ら
れ
る
黙
が
多
々
あ
る
が
、
碑
文
の
主
題
者

巴
民
自
広
三
ゲ
苫
が
未
の
年
に
死
亡
し
た
|
賞
際
は
辰
年
で
あ
る
が
!
と
す
る
見
解
を
絶
封
視
し
て
、
そ
れ
よ
り
碑
文
設
置
の
年
代
を
決
定
ナ

オ
ン
ギ
ン
碑
文
が
、
敬
欲
谷
碑
文
や
闘
特
勤
碑
文
を
モ
デ
ル
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
す
る
見
解
に
は
、

か
れ
は
、
ラ
ド
ロ
フ
の

る
方
法
に
は
納
得
い
か
な
い
。
特
に
、
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多
く
の
疑
念
が
あ
り
軽
々
し
く
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
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一
九
世
紀
末
葉
以
来
、
幾
多
の
先
準
達
の
員
撃
な
努
力
に
も
拘
ら
ず
、
今
だ
に
我
々
を
し
て
十
分
納
得
さ
せ
う
る

回
答
が
輿
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
オ
ン
ギ
ン
碑
文
の
解
明
が
遅
れ
て
い
る
理
由
は
、
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
こ
の
碑
文
が
長
年
風

雨
に
晒
さ
れ
、
護
見
嘗
初
よ
り
一
部
復
元
が
不
可
能
な
ほ
ど
損
傷
し
、
解
讃
が
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
碑
文
の
文
章
に

一
部
支
離
滅
裂
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
若
干
の
矛
盾
を
含
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
碑
文
主
題
者
の
事
跡
と
設
立
者
の
事

跡
が
混
在
し
、
碑
文
全
睦
の
構
成
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
も
よ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、

そ
れ
故
、
本
碑
文
解
明
の
手
だ
て
は
轄
潟
と
翻
詳
の
よ
り
正
確
さ
と
共
に
、
碑
文
の
中
に
見
ら
れ
る
矛
盾
を
解
き
ほ
ご
し
、
碑
文
建
立
者
の

A
刀
句

意
園
を
解
明
す
る
こ
と
が
よ
り
重
要
か
と
思
わ
れ
る
。
私
は
別
稿
に
お
い
て
、
碑
文
の
主
題
者
と
建
立
者
の
閥
係
を
記
し
た
と
思
わ
れ
る
東
面

第
四
行
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
て
お
い
た
。

そ
し
て
そ
こ
で
は

オ
ン
ギ
ン
碑
文
の
主
題
者
と
し
て
現
れ
る
「
我
が
父
」

口
百
三
郎
】
E
r
E

が
、
中
園
史
料
に
見
え
る
哨
悉
旬
で
あ
っ
て
、

EZHH加
と
は
突
厭
語
の
正
式
名
稀
で
あ
る
こ
と
を
誼
明
し
た
。
そ
し
て
、
建
立
者
は
ロ
昨
日
以

本
稿
で
は
別
稿
の
結
果
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
ラ
ド
ロ
フ
以
来
の
先
皐
の
研
究
に
導
か
れ
つ
つ
、

オ
ン
ギ
ン
碑
文
の
設
立
年
代
及
び
そ
の
設
置

- 54-

苫
Hqロ
(
哨
悉
旬
〉
の
二
男
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
、
東
面
第
四
行
が
建
立
者
の
自
己
紹
介
の
件
り
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

目
的
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
て
み
た
い
と
思
う
。

向
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
利
用
し
た
史
料
は
、

4
4
 

ラ
ド
ロ
フ
の
『
モ
ン
ゴ
ル
考
古
園
譜
』
(
一
八
九
六
年
版
)
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
寓
員

と
拓
本
で
あ
る
。

オ
ン
ギ
ン
碑
文
の
翻
誇
と
そ
の
構
成

オ
ン
ギ
ン
碑
文
は
、
東
面
(
正
面
)
に
八
行
、
南
面
〈
側
面
)
に
四
行
、
そ
し
て
南
面
の
上
部
に
七
行
か
ら
な
る
ル

l
ン
桂
文
字
が
刻
ま
れ
て

い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
文
字
は
、
上
方
か
ら
下
方
へ
、
右
側
よ
り
左
側
に
績
い
て
い
る
。
東
面
の
上
部
に
は
、
閥
特
勤
碑
文
と
共
通
す
る
野

JM
一

生
の
牡
山
羊
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
、
線
刻
模
様
の
タ
ム
ガ
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
全
課
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。



〈
東
面
〉

ω
我
ら
の
祖
先
ヤ
ミ
可
汗
(

J

ヘ
曲
目
目
。
同
苫
ロ
)
は
四
隅
を
座
し
た
り
、
脅
か
し
た
り
、
ゆ
さ
ぶ
り
た
り
、
撃
ち
た
り
。
そ
の
汗
が
亡
く
な
っ
た
後
に
、
園
は
、

失
な
わ
れ
た
り
、
滅
び
た
り
、
四
散
し
た
り
:
:
:

η〆“

可
汗
と
し
て
立
て
た
可
汗
を
、
消
え
つ
つ
見
迭
り
た
り
。
突
販
の
民
、
東
は
日
の
昇
る
と
こ
ろ
、
西
は
日
の
沈
む
と
こ
ろ
ま
で
、
南
は
唐
に
、
北
は
山
林

ま
で
・

グ(3)

勇
士
を
パ
ル
パ
ル
と
し
て
立
て
た
り
。
突
阪
の
民
、
名
を
失
な
い
て
、
行
き
で
あ
り
た
り
。
突
廠
の
民
、
失
な
う
べ
か
ら
ず
と
言
い
て
、
犠
牲
た
る
べ
か

ら
ず
と
言
い
て
、
上
な
る
天
が
、
言
い
で
あ
り
た
り
-

ω
カ
プ
ガ
ン

・イ
ル
テ
リ
シ
ュ
可
汗

(
0
3
Eロ
ヨ

2
印
刷
。
ミ

g
u歎
畷
誤
飲
利
施
可
汗
〉
の
園
に
、
我
育
ち
た
り
。

(
口
広
岡
田
広
ペ
与
吉
川川
拙
悉
旬
〉
の
息
子
の
イ
シ
ュ
パ
ラ
・
タ
ム
ガ
ン
・
畷
た
る
ヨ
ガ
の
弟
で
、
賢
明
な
、
イ
シ
ュ
パ
ラ
・
タ
ム
ガ
ン
逮
干
た
る
。
高
貴
な
、

(
我
が
父
)
イ
リ
ト
ミ
ッ
シ
ュ
、
我
が
兄
、

.

.

.
 

(
我
は
〉
イ
リ
ト
ミ
ッ
シ
ュ
葉
護

(5) 

こ
の
唐
よ
り
北
に
、
オ
グ
ズ
の
タ
γ
グ
(
宮
町
一
吋
)
の
聞
に
、

り
。
努
力
を
捧
げ
た
り
:
・
・

七
人
が
、
敵
と
な
り
た
り
。
我
が
父
は
、
バ
ガ
・
テ
ン
グ
リ
ケ
ン
の
方
に
、
そ
こ
へ
行
き
た

- 55ー

(6) 

テ
ン
グ
リ
ケ
ン
に
、
心
を
捧
げ
た
り
と
言
い
て
、

恵
み
た
り
、
設
(
刷
包
)
の
名
を
、
そ
こ
で
輿
え
た
り
。
(
設
と
〉
な
り
し
時
、
ト
グ
ズ
・
オ
グ
ズ
の
タ

ツ
グ
が
、
敵
と
な
り
た
り
。
強
か
り
し
、
テ
ン
グ
リ
ケ
ン
行
き
た
り
。

何
悪
し
き
、
我
ら
少
き
を
、

な
し
と
言
い
て
、
恐
れ
た
り
・

(
か
れ
ら
〉
多
き
を
見
た
り
。
だ
が
、
我
征
服
せ
ん
と
、
言
い
て
あ
り
た
り
。

今
、
ベ
グ
遼
に
、
言
い
て
あ
り
た
り
、
我
ら
少

。。〈
南
面
)

ω
す
べ
て
の
町
に
、
我
攻
め
た
り
、
我
討
ち
た
り
。
我
取
り
た
り
、
そ
の
軍
来
た
れ
り
、
黒
き
(
民
〉
を
我
脅
か
し
た
り
、
そ
の
ベ

グ
は
逃
げ
た
り
。
・
・

唐
の
民
:
:
:
我
撃
ち
た
り
。
我
脅
か
し
た
り
:
:
:
我
襲
い
た
り
、
我
迫
い
梯
ら
い
た
り
、
嵐
の
よ
う
に
、

ω
来
た
り
て
、
我
ら
あ
り
た
り
。
そ
の
雨
者
の
聞
に
タ
ッ
グ
が
敵
と
な
り
た
り
。
我
攻
め
る
を
欲
せ
ず
と
言
い
て
、
我
輿
え
た
り
。
天
ピ
ル
ゲ
〈
賢
明
な
)

我
が
父
、
設
は
、
こ
の
よ
う
に
諾
え
り
、
テ
ン
グ
リ
ケ
ン
、
取
る
な
と
言
い
て
:
:・

民
、
そ
こ
で
輿
え
ず
、

(
逆
境
に
〉
遭
い
た
り

699 
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可
汗
(
同
，
Z
ユ
∞
ニ
官
。
向
苫
ロ
)
に
、
更
な
る
努
力
を
、
我
捧
げ
た
り
き
。
攻
め
た
の
で
:
:
:
我
脅
か
し
た
り
、
我
家
に
攻
め
館
っ
て
:
・
:

ω
攻
め
な
が
ら
、
我
が
家
に
、
我
が
息
子
に
、
こ
の
よ
う
に
忠
告
し
た
り
。
留
ま
り
て
、
イ
ル
テ
リ
シ
ュ
可
汗

Q
E己
2
Y
E口
〉
に
離
れ
ず
、
裏
切
ら
ず
、

天
ピ
ル
ゲ
(
賢
明
な
〉
可
汗
(吋
E
ユ
切
広
岡
陣
。
弐
自
)
か
ら
、
我
離
れ
ず
、
我
迷
わ
ず
と
言
い
て
、
こ
の
よ
う
に
、
忠
告
せ
り
。
歩
み
行
く
も
の
行
き
た

り
。
(
ピ
ル
ゲ
可
汗
の
民
)
・
:
:
・
行
き
た
り
。
偉
大
な
名
前
に
、
努
力
を
捧
げ
た
り
。

ω
上
な
る
天
汗
が
、
辰

(
E
C

の
年
第
七
の
月
に
、
力
強
き
勇
敢
な
可
汗
よ
り
、
離
れ
て
行
き
た
り
。
賢
明
な
我
が
父
の
葬
式
を
、
取
り
行
な
い
、
汝
の
絹

布
を
、
我
得
た
り
。
水
地
天
時
、
唐
に
入
り
て
(
あ
り
た
り
)

〈
南
面
上
部
の
銘
〉

ω
我
が
父
に
、
記
念
碑
を
、

ω我
つ
く
り
た
り
、
永
遠
に
、

ω我
が
可
汗
、
我
が
父
、
制
賢
明
な
、
我
が
父
、

ω辰
(
E
C
年
に
、
賢
明
な
、
同
周
知
の
、

人
良
き
汗
、
例
我
が
父
、
死
し
た
り
。

(
第
一
墓
石
の
銘
〉

東
面
の
第
一
行
か
ら
第
三
行
は
、

《司

「
四
隅
」
す

- 56ー

イ
シ
ュ
バ
ラ
・
タ
ル
カ
ン
の
バ
ル
パ
ルオ

ン
ギ
ン
碑
文
の
「
序
文
」
的
性
格
を
も
っ
。
先
づ
、
碑
文
製
作
者
の
祖
先
ヤ
ミ
可
汗
が
、

な
わ
ち
か
れ
ら
が
知
る
限
り
の
世
界
を
征
服
し
た
と
記
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
突
蕨
汗
園
が
滅
び
、
そ
れ
を
再
興
す
る
こ
と
が
か
れ
ら
が
信

ず
る
天
の
命
で
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
突
欧
の
民
こ
そ
が
、
こ
の
地
す
な
わ
ち
モ
ン
ゴ
リ
ア
を
中
心
と
す
る
草
原
地
帯
の
員
の
主
人
公
で

あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
手
法
は
、
ホ
シ
ョ

l
ツ
ア
イ
ダ
ム
碑
文
な
ど
に
も
見
ら
れ
、
先
に
護
雅
夫
氏
も
指
摘
さ
れ

。

帥

た
よ
う
に
、
突
厭
人
の
「
政
治
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
思
想
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
序
文
」
に
績
く
東
面
第
四
行
は
、
私
も
先
に
指

A
刈
u
，

摘
し
た
よ
う
問
、
碑
文
建
立
者
の
自
己
紹
介
の
件
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
東
面
第
五
行
か
ら
南
面
第
二
行
に
か
け
て
、
ト
グ
ズ
・
オ
グ
ズ
や
唐

へ
の
遠
征
の
事
跡
を
記
す
。
こ
の
遠
征
に
は
、
碑
文
主
題
者
「
我
が
父
」
の
活
躍
を
述
べ
る
と
共
に
、
そ
の
後
半
部
分
で
、
碑
文
建
立
者
の
活

躍
も
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
南
面
第
三
行
で
は
、
碑
文
建
立
者
の
政
治
的
立
場
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
第
四
行
で
は
「
辰
年
」
に
死

亡
し
た
父
の
葬
儀
を
主
宰
し
た
と
結
ぶ。



要
す
る
に
、
東
面
第
一
行
か
ら
第
三
行
ま
で
が
「
序
文
」
、
東
面
第
四
行
か
ら
南
面
第
四
行
ま
で
が
「
本
文
」
、

「
結
文
」
で
あ
る
。
オ
ン
ギ
ン
碑
文
は
、
建
立
者
の
父
が
突
蕨
王
朝
再
興
に
霊
力
し
た
と
し
な
が
ら
、
建
立
者
自
ら
の
事
跡
を
加
え
て
、
自
己

の
存
在
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
手
法
は
、
建
立
者
の
偉
業
を
自
ら
讃
美
し
た
バ
イ
ン
ツ
ォ
ク
ト
碑
文
と
比
べ
て
、
そ
の
趣
き
を
著

そ
し
て
南
面
上
部
の
銘
が

し
く
異
に
し
て
い
る
。

「
テ
ン
グ
リ
ケ
ン
」
と
は
誰
か

東
面
第
四
行
に
お
い
て
碑
文
建
立
者
の
「
我
」
は

口
町
吾
郎
官
ゲ
苫
が
、

骨
哨
禄
・
獣
畷
の

口
町
田
広
ヨ
ゲ
『
ロ
の
息
子
と
な
っ
て
い
る
。

A
司凶マ

ん
H凶「

弟
と
し
て
中
園
史
料
に
見
え
る
附
悉
旬
で
あ
る
こ
と
は
、
別
稿
で
述
べ
て
お
い
た
の
で
こ
こ
で
は
さ
け
る
が
、

名
稀
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
そ
の
巨
昨
日
広
(
H
H
咽
悉
旬
)
が
、
「
務
力
を
捧
げ
た
り
」
と
す
る
東
面
第
五
行
以
下
に
登
場
す
る

「
テ
ン
グ
リ
ケ
ン

(EHEロ
)
」
と
は
誰
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
「
テ
ン
グ
リ
ケ
ン
」
と
は
、
大
可
汗
に
贈
ら
れ
た
受
精
で
あ
刷
。
そ
れ
故
、

こ
の
「
テ
ン
グ
リ
ケ
ン
」
と
は
、
附
悉
旬
が
仕
え
た
骨
咽
様
、
歌
畷
の
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

E
C
H
H
F
仰
が
附
悉
旬
の
突
原
語
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小
野
川
秀
美
氏
は
、
こ
の
「
テ
ン
グ
リ
ケ
ン
」
を
突
蕨
第
二
王
朝
の
創
設
者
骨
附
蔽
の
別
稿
と
さ
れ
、
東
面
第
五
行
以
下
の
記
事
を
、
骨
咽

'向い

禄
時
代
に
お
け
る
唐
及
川υ
九
姓
と
の
戦
い
に
比
定
さ
る
べ
し
と
考
え
ら
れ
わ
岩
佐
精
一
郎
氏
の
研
究
に
よ
れ
句
、
突
蕨
の
「
九
姓

L
l
o『
E

ミ
日
程
略
の
開
始
は
、
垂
扶
二
(
六
八
六
)
年
か
ら
同
三
(
六
八
七
)
年
頃
と
言
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
オ

ン
ギ
ン
碑
文
の
「
九
姓
」
経
略
記
事

は
、
垂
扶
二
年
よ
り
骨
附
緑
が
死
亡
し
た
天
授
ニ
ハ
ム
ハ
九
一
〉
年
頃
ま
で
の
記
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

オ
ン
ギ
ン
碑
文
は
績
け
て
第
六
行
に
、
「
テ
ン
グ
リ
ケ
ン
に
心
を
捧
げ
た
り
と
言
い
て
恵
み
た
り
。
設
の
名
を
そ
こ
で
興
え
た

り
:
:
:
」
と
記
し
、
「
我
が
父
」
す
な
わ
ち
イ
リ
ト
ミ
シ
ュ
葉
護
(
悩
悉
旬
)
が
「
テ

ン
グ
リ
ケ
ン
」
よ
り
設
の
名
を
輿
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い

‘A
V
 

hμ
 

『
奮
唐
室
百
』
巻
一
九
四
突
蕨
停
上
に
よ
れ
ば、

と
こ
ろ
が
、

る
。
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(
翠
暦
)
二
年
、
歎
畷
は
そ
の
弟
拙
悉
旬
を
立
て
て
左
府
察
と
な
し
、
骨
附
放
の
子
歎
矩
を
右
腐
察
と
な
し
、
各
々
兵
馬
二
薦
候
人
を
主
ら
し
む
。
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と
あ
り
、
附
悉
旬
は
聖
暦
二
(
六
九
九
)
年
歎
畷
よ
り
左
府
の
察
を
輿
え
ら
れ
て
い
る
。

特
勤
碑
文
、
此
伽
可
汗
碑
文
で
は
、

と
こ
ろ
が

同
一
の
事
寅
を
述
べ
た
と
思
わ
れ
る
閥

我
が
叔
父
(
歎
畷
)
が
可
汗
に
即
き
し
時
、
我
自
ら
特
動
な
れ
ば
と
て
、
我
が
叔
父
の
可
汗
に
、
労
力
を
我
捧
げ
た
り
。
天
(
恵
み
あ
れ
ば
)
我
が
十
四
歳

の
時
、
タ
ル
ド
ク
シ
ュ
の
民
の
上
に
、
シ
ャ
ド
を
、
我
占
め
た
り
。
(
円
肘
ロ
・
口
開
広
1
5
)

と
あ
っ
て
、
獣
矩
〈
獣
線
連
)
が
タ
ル
ド
ヲ
シ
A

(

右
胸
、
右
翼
、
西
部
)
の
設
に
就
い
た
の
は
、

か
れ
が
十
四
歳
の
時
す
な
わ
ち
神
功
元
(
六
九

七
)
年
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

同

こ
の
よ
う
に
、
突
欧
・
中
園
の
南
史
料
の
聞
に
若
干
の
年
代
的
な
差
違
が
生
じ
て
い
る
。
黙
矩
が
タ
ル
ド
ゥ
シ
ュ
の
設
に
就
く
前
に
、
そ
の

地
位
は
獣
吸
が
就
い
て
い
た
こ
と
は
、

(
骨
哨
糠
)
乃
ち
自
ら
立
ち
て
可
汗
と
な
る
。
弟
の
歎
畷
を
以
て
殺
(
設
)
と
な
し
、

(
同
じ
く
弟
の
)
附
悉
旬
を
葉
護
と
な
す
。

〈
『
新
唐
書
』
巻
一
一
一
五

- 58-

突
欧
停
上
)

テ
リ
ス
(
昨
日
-
E
〉
と
タ
ル
ド
ゥ
シ
ュ
会
R
E
W
)
の
民
を
、
そ
の
時
か
れ
(
骨
附
椋
H
H
E仲
間
口
山

O
白

E
D〉
整
え
た
り
。

ヤ
プ
グ
を
、
シ
ャ
ド
を
、
そ
の
時
か

れ
輿
え
た
り
。

(同開
5.
口
開
口
l
H
N〉

と
あ
る
よ
う
に
、

中
園
・
突
販
の
雨
史
料
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

要
す
る
に
、

歎
吸
が
天
授
二
(
六
九
一
)
年
可
汗
に
登
位
し
た
が
、

そ
の
時

黙
矩
は
八
歳
と
年
若
い
た
め
、
獣
吸
が
可
汗
位
と
と
も
に
タ
ル
ド
ゥ
シ
ュ
の
支
配
権
を
も
同
時
に
占
め
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
元
来
、

可
汗
位
は
骨
昭
総
の
子
獣
矩
が
縫
承
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
か
れ
が
年
少
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
歎
畷
が
可
汗
の
地
位
に
就
い
ゆ
こ
う
し
た

経
緯
が
あ
っ
た
が
故
に
、
歌
吸
は
成
長
し
た
歎
矩
を
特
勤
か
ら
設
に
昇
格
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
空
位
の
タ
ル
ド
ゥ
シ
ュ
の
設
に
就
け
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、
歎
短
の
設
〈
察
)
就
任
の
記
事
は
、
突
蕨
側
の
史
料
が
「
ヨ
リ
」
正
確
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

私
が
、
あ
え
て
こ
こ
で
「
ヨ
リ
」
正
確
で
あ
る
と
い
う
語
句
を
用
い
て
表
現
し
た
の
は
、
中
園
史
料
が
誤
ま
っ
た
記
載
を
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
前
述
の
『
奮
唐
書
』
巻
一
九
四
突
阪
俸
上
は
更
に
績
け
て
、



そ
の
子
旬
倶
を
し
て
小
可
汗
と
な
し
、
位
は
雨
察
の
上
に
在
り
。
庭
木
昆
ら
十
姓
(
西
突
蕨
)
の
兵
四
蔦
徐
人
を
主
ら
し
む
。
叉
、
競
し
て
拓
西
可
汗
と
な

す。

と
あ
っ
て
、
黙
吸
が
東
西
南
察
の
上
に
、
我
が
子
箇
倶
を
小
可
汗
に
据
え
た
と
記
し
て
い
る
。

帥

歎
吸
が
包
倶
を
小
可
汗
に
据
え
拓
西
可
汗
と
名
乗
ら
せ
た
こ
と
に
、
二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
小
可
汗
は
副
可
汗
的
性
格
を

可
汗
位
を
獣
畷
一
門
で
濁
占
せ
ん
と
は
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
元

来
、
遊
牧
民
は
東
方
す
な
わ
ち
左
方
を
等
し
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
旬
奴
の
官
職
を
例
に
引
く
ま
で
も
な
く
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
葉
護

は
、
設
よ
り
上
位
で
可
汗
に
衣
ぐ
地
位
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
。
哨
悉
旬
が
兄
骨
附
晶
体
よ
り
左
方
の
領
域
支
配
を
任
さ
れ
、
そ
の
上
葉
護
の

稽
競
を
輿
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
か
れ
が
嘗
時
副
可
汗
的
地
位
に
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
哨
悉
旬
の
も
つ
葉
護
の
地
位
を

も
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
に
我
が
子
を
就
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

底
止
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

拙
悉
剖
聞
が
葉
護
よ
り
設
へ
と
稽
競
が
繁
更
さ
れ
た
の
は
、

は
、
黙
吸
一
族
の
主
た
る
基
盤
が
西
方
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
か
れ
が
か
つ
て
タ
ル
ド
ゥ
シ
ュ
設
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の

主
た
る
基
盤
を
最
大
の
競
争
者
た
る
骨
哨
旅
一
門
の
黙
矩
に
譲
り
渡
す
こ
と
は
、
自
己
の
政
権
を
維
持
す
る
上
で
非
常
に
危
険
な
こ
と
で
あ

る
。
か
れ
が
あ
え
て
我
が
子
旬
倶
を
、
拓
西
可
汗
と
し
て
西
方
統
治
を
委
ね
た
の
は
、
骨
哨
緑
一
門
を
軍
事
的
に
監
視
し
、
自
己
の
政
治
的
・

か
か
る
事
情
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

も
う
一
つ
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経
済
的
基
盤
を
確
買
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

先
の
『
奮
唐
書
』
突
蕨
俸
の
記
載
で
は
、
あ
た
か
も
黙
矩
が
聖
暦
二
年
に
右
廟
察
に
な
っ
た
か
の
印
象
を
受
け
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
て
、

黙
吸
が
我
が
子
を
小
可
汗
に
就
け
た
の
が
こ
の
年
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
既
に
な
さ
れ
て
い
た
黙
矩
右
脂
察
就
任
の
記
事
を
附
け
加
え
た
に
す
ぎ

な
い
の
で
あ
る
。
勿
論
、
哨
悉
旬
の
葉
護
か
ら
設
へ
の
稽
暁
繁
更
は
、
旬
倶
の
小
可
汗
就
任
に
よ
っ
て
附
随
的
に
生
ま
れ
た
現
象
で
あ
る
。

オ
ン
ギ
ン
碑
文
が
、
あ
え
て
「
我
が
父
」
の
官
職
を
、
第
四
行
で
可
与
吉
H
葉
護
、
第
六
行
で
宮
内
同
H
設
と
各
々
明
記
し
た
の
は
、
第
四
行

703 

か
ら
第
六
行
へ
の
時
代
的
主
主
指
し
示
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
心
。

「
テ
ン
グ
リ
ケ
ン
」
が
、
黙
簡
略
で
あ
る
こ
と
は
も
は
や
疑
い
を
い
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
、

碑
文
東
面
第
六
・
七
・
八
行
に
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
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碑
文
に
見
え
る
吋
ミ

E
C『
E
遠
征

オ
ン
ギ
ン
碑
文
東
面
第
五
行
、

第
六
行
及
び
南
面
第
二
行
に
見
え
る

g
m
p
s
m
u
丘
町
あ
る
い
は
白
C
m
と
轄
寓
さ
れ
得
る
ル
l
ン
睦
文
字

t主

府
川
匂
』
と
さ
れ
て
い
る
。
バ刀

吃
と
も
に
、
私
の
知
る
限
り
で
は
他
の
突
欧
碑
文
で
は
見
ら
れ
ず
、
普
通
、

府川は

m
で
あ
り
叉
吃
は
帥
と
な

っ
て
い
る
。
更
に
、

オ
ン
ギ
ン
碑
文
で
も
普
通

同
は
帥
で
示
さ
れ
て
お
り
、
問
題
の
こ
の
部
分
だ
け
三
字
と
も
吃
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

故
、
石
碑
を
刻
し
た
人
の
誤
ま
り
と
も
思
え
ず
、

句
』
は
帥
に
近
い
音
で
あ
っ
た
が
、

オ
ン
ギ
ン
以
降
の
碑
文
で
は
包
は
帥
に
統

一
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、

吃
は
硬
母
音
を
伴
う
文
字
、

そ
の
鱒
寓
は
極
め
て
難
解
で
あ
る
。
ラ
ド
ロ
フ
は
、
問
題

河
川
は
軟
母
音
を
伴
う
文
字
で
あ
っ
て
、

制

の
文
字
を

Z
『
と
鴎
寓
し
て
「
力
強
く
」
と
詳
し
、

ム
M
V

れ
た
。

小
野
川
秀
美
氏
は
忌
ぬ
と
轄
寓
し
て
、

「
に
封
し
て
」
と
か
「
に
向
け
て
」
と
解
餌
押
さ

- 60-

し
か
し
、
例
え
ば
南
面
二
行
の
冒
頭
部
分
を
、
「
雨
者
の
聞
に
力
強
く
敵
と
な
り
た
り
ー
」
と
か
「
雨
者
の
聞
に
向
け
て
(
射
し
て
〉
敵
と

な
り
た
り
」
と
詳
し
た
の
で
は
、
全
く
意
味
が
遁
じ
な
い
。
他
の
二
行
で
も
言
え
る
こ
と
だ
が
、
こ
こ
は
形
容
詞
及
び
副
詞
的
に
課
す
べ
き
で

品
刀
司，

A
Q叫『

仇

U
-

h
H
V

マ

i
ロ
フ
、
ア
イ
ダ
ロ
フ
ら
ソ
聯
の
皐
者
は
、
一
様
に

E
ぬ
と
轄
寓
し
、
「
オ
グ
ズ
の
ベ
グ

は
な
く
、
名
詞
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

の
聞
に
七
人
が
敵
と
な
り
た
り
」
(
。
児
凶
)

「
ト
グ
ズ

・
オ
グ
ズ
の
ベ
グ
が
敵
と
な
り
た
り
」

(
O開。)、

「
南
者
の
聞
に
ベ
グ
が
敵
と
な
り
た

り
」
(
。

ωN〉
と
翻
諾
し
て
い
る
。

」
の
よ
う
に
課
す
と
意
味
は
通
じ
る
が
、

ベ
グ
な
る
文
字
は
同
碑
文
の
東
面
第
七
行
及
び
南
面
第

一
行
に

例

制

ク
ロ
l
ソ
ン
、
テ
キ
ン
の
雨
氏
は
、
問
題
の
文
字
を
合
成
文
字
と
理

ク
ロ

I
ソ
ン
ら
が
主
張
す
る
三
百
に
相
賞
す
る
部

遺
憾
な
が
ら
、

府
川
口
と
あ
っ
て
、
明
確
に
字
を
区
別
し
て
い
る
の
で
従
え
な
い
。
更
に
、

解
し
て
え
-m
と
時
潟
し

ト
グ
ズ

・
オ
グ
ズ
の
部
族
名
と
解
縛
し
た
。

族
名
を
中
園
史
料
よ
り
見
出
し
え
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
先
翠
の
見
解
は
分
れ
て
い
る
が
、
問
題
の
三
行
の
文
面
か
ら
し
て
、

南
面
第
二
行
に
お
レ
て
は
、

加川
包
は
名
詞
と
し
て
理
解
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
特
に

m
b』
は
主
語
で
あ
っ
て
「
に
向
け
て
」
「
に
力
強
く
」
で
は
な
い
。

元
衆
、
中
園
史
料
は
、
北
方
民
族
の
封
中
園



政
策
(
朝
貢
・

一侵
冠
)
に

つ
い
て
は
そ
の
記
事
が
比
較
的
豊
富
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
の
封
部
族
政
策
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
簡
略
な
記
述
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
故
、
中
園
史
料
に
見
え
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
れ
が
部
族
名
で
は
な
い
と
い
う
否
定
の
材
料
と
は
な
る
ま
い
。
私
は
九
姓
の

一
部
族
同
羅

G
E唱曲
)
の
詰
ま
っ
た
も
の
と
議
想
す
る
が
全
く
確
誼
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
突
販
が
東
方
に
あ
っ
て
そ
の
支
配
に
苦
労

し
た
吋

3
5
。
苫
N

(

九
姓
〉
の
一
涯
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
イ
リ
ト
ミ
シ
ュ
葉
護
(
拙
悉
旬
〉
が
量
力
し
た
「
九
姓
」
討
伐
と
は
い
つ
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

「
テ
ン
グ
リ
ケ
ン
に
心
を
捧
げ
た
り
と
言
い
て
恵
み
た
り
。

同
碑
文
の
東
面
第
六
行
に

設
の
名
を
そ
こ
で
輿
え
た
り
。

(
設
)
と
な
り
し
時
、

ト
グ
ズ
・
オ
グ
ズ

の

g
m

が
敵
と
な
り
た
り
:
:
:
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

解
し
、
こ
れ
を
突
販
の
ゴ
ピ
か
ら
ハ
ン
ガ
イ
へ
の
移
動
の
直
前
|
|
六
八
七
年
以
前
ー
ー
に
お
け
る
軍
事
情
勢
を
述
べ
た
も
の
と
解
樟
さ
れ

榊
だ
が
、
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
テ
ン
グ
リ
ケ
ン
は
決
し
て
骨
咽
様
で
は
な
く
黙
畷
で
あ
る
。
拙
悉
旬
が
骨
拙
緑
、
黙
畷
の
二
代
に

ク
リ
ヤ
シ
ュ
ト
ル
ヌ
イ
は
、

」
の
テ
ン
グ
リ
ケ
ン
を
エ
ル
テ
リ
シ
ュ
可
汗
(
骨
附
糠
)
と
理

る
オ
ン
ギ
ン
碑
文
の
中
に
、

と
り
わ
け
、

「
九
姓
」
が
集
中
的
に
登
場
す
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
「
九
姓
」
攻
略
に
苦
心
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

- 61ー

わ
た
っ
て
、
特
に
東
方
で
他
部
族
1

l
契
丹
・
薬
・
鍛
勤
|
|
経
略
に
意
を
注
い
だ
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
哨
悉
旬
一
門
の
手
に
成

る。

「
九
姓
」
支
配
に
と
り
わ
け
苦
第
し
た
の
は
、
骨
咽
緑
時
代
で
は
な
く
黙
畷
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
次
の
敵
欲
谷
碑
文
の

イ
ル
テ
リ
シ
ュ
可
汗
(
骨
拙
稼
て
そ
の
賢
明
さ
の
故
に
、
そ
の
勇
敢
さ
の
故
に
、
唐
へ
十
七
度
戦
っ
た
。
契
丹
へ
七
度
戦
っ
た
。
オ
グ
ズ
へ
五
度
戦
っ
た
。

(
、
ロ
∞
|
怠
)

と
す
る
記
事
か
ら
も
明
ら
か
で
、
む
し
ろ
骨
唱
旅
時
代
は
唐
・
契
丹
が
主
要
な
敵
で
あ
っ
て
、

に
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
骨
哨
緑
は
突
販
の
故
地
を
回
復
し
え
た
の
や
も
し
れ
な
い
。

「
九
姓
」
は
突
肢
に
反
抗
す
る
力
を
ま
だ
十
分

黙
畷
時
代
に
お
け
る
封
九
姓
関
係
を
停
え
る
中
園
史
料
は
、
極
め
て
少
な
い
。
そ
れ
故
、
そ
の
関
係
を
知
り
得
る
の
は
難
し
い
が
、
「
九
姓
」

が
黙
畷
可
汗
の
下
で
、
決
し
て
そ
の
支
配
に
甘
ん
じ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
『
新
唐
書
』
巻
二
一
七
回
鵠
俸
上
に
、
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武
后
の
時
、
突
販
の
歎
畷
ま
さ
に
盛
ん
と
な
り
、
銭
勤
の
故
地
を
取
る
。
故
に
、
回
絃
は
契
忍
、
恩
給
、
海
の
三
部
と
磁
を
渡
り
て
甘
〈
州
〉
涼
(
州
〉
の
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聞
に
徒
る
。

と
あ
り
、
黙
畷
の
「
九
姓
」
討
伐
は
休
む
こ
と
が
な
か
っ
た
。
叉
、
闘
特
勤
碑
文
で
も
、

九
姓
の
民
そ
の
も
の
は
、
我
が
民
で
あ
っ
た
。
天
地
の
混
凱
の
故
に
、
敵
と
な
り
た
り
。
一
年
に
五
度
載
っ
た
。
(
-
Z
品
〉

A
ハ
リ
'h
p
 

と
あ
り
、
中
園
史
料
に
見
え
る
以
上
に
、
突
肢
の
「
九
姓
」
攻
略
は
激
烈
を
き
わ
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、

『
新
唐
書
』
巻
一
一
一
五

突
蕨
停
上
に
は
、

景
雲
年
開
、
西
に
裟
葛
を
滅
ぼ
し
、
(
東
に
〉
迭
に
契
丹
・

柔
を
役
腐
す
。
因
り
て
、
そ
の
(
支
配
)
下
を
虐
用
す
。
既
に
年
老
い
て
愚
行
暴
行
し
、
(
配
下
)

の
部
落
は
怨
み
叛
く
。

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
黙
畷
の
晩
年
に
は
、
各
地
の
隷
属
諸
部
族
が
、
そ
の
匪
政
に
封
し
反
見
を
起
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
西
方
突
騎

倒

施
の
反
凱
は
轍
欲
谷
碑
文
に
も
現
れ
る
が
、
さ
き
に
翻
詳
し
た
オ
ン
ギ
ン
碑
文
東
面
第
六
|
七
行
の
記
事
は
、
拙
悉
旬
の
東
方
領
域
に
お
い
て

と
こ
ろ
で
、

さ
き
に
翻
詳
し
て
お
い
た
オ
ン
ギ

ン
碑
文
東
面
第
五
行
以
下
の
数
行
を
み
る
と
、

ま
ず
問
題
に
な
る
の
は
、
東
・
南
雨
面
の
記

- 62ー

も
突
蕨
隷
属
部
族
が
執
助
に
阿
史
那
政
権
に
反
抗
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

事
が
閥
聯
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
九
姓
」
を
は
じ
め
と
し
た
劃
立
諸
部
族
へ
の
遠
征
記
事
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
東
面
は
碑
文
主
題
者
た
る
父
の
事
跡
、
南
面
は
碑
文
建
立
者
の
活
躍
を
描
い
て
い
る
。
こ
れ
は
一
見
す
れ
ば
、
時

代
的
背
景
が
全
く
別
個
の
も
の
と
解
韓
さ
れ
う
る
が
、
注
意
深
く
讃
む
な
ら
ば
そ
れ
ぞ
れ
が
猫
立
し
た
記
事
と
は
言
い
難
い
。

オ
ン
ギ
ン
碑
文
東
面
第
六
行
か
ら
第
八
行
に
か
け
て
、

「
九
姓
の
タ
ッ
グ
」
が
極
め
て
強
力
で
、
突
欧
側
が
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
た
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
形
勢
は
、
南
面
第
二
行
で
も
「
我
攻
め
る
を
欲
せ
ず
と
言
い
て
我
興
え
た
り
」
と
あ
る
如
く
同
様
で
あ
る
。
だ
が
更
に

績
け
て
、

s
h
1
u
wロ
ロ
(
攻
め
た
り
〉
】
刊
訂
L
F
B
(
我
脅
か
し
た
り
)
と
し
て
、

「
九
姓
タ
ッ
グ
」
を
攻
略
し
た
と
も
記
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
手
法

は
、
敵
欲
谷
碑
文
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
と
え
ば

多
い
と
言
っ
て
、
何
故
、
我
々
は
恐
れ
る
か
。
少
き
と
言
っ
て
、
な
ぜ
我
ら
は
攻
撃
し
な
い
か
。
我
攻
め
ん
と
、
我
言
い
た
り
。
我
ら
は
攻
撃
し
た
り
、
迫



い
挽
い
た
り
、
第
二
日
自
に
か
れ
ら
は
来
た
。
火
の
如
く
熱
く
な
り
て
、
か
れ
ら
は
来
た
。
我
ら
は
載
っ
た
。
我
ら
よ
り
二
翼
学
ほ
ど
徐
計
で
あ
っ
た
。
天

が
恵
み
を
た
れ
た
。
故
に
多
き
と
言
っ
て
、
我
ら
は
恐
れ
な
か
っ
た
。
我
ら
は
載
っ
た
。
タ
ル
ド
ゥ
シ
ュ
の
シ
ャ
ド
が
加
わ
っ
た
。
絞
ら
は
逐

っ
た
。
か
れ

ら
の
可
汗
を
絞
ら
は
捕
え
た
。
か
れ
ら
の
ヤ
ブ
グ
を
シ
ャ
ド
を
そ
こ
で
殺
し
た
。

〈

H
，ω∞
|
企
)

と
あ
り
、
突
騎
施
と
の
戦
争
で
不
利
な
が
ら
勇
敢
に
戦
っ
た
と
、
自
己
を
誇
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
南
碑
文
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
不
利
で
あ
っ
て
も
勇
敢
(
曲
目
巴
に
戦
っ
た
こ
と
を
誇
示
し
、
そ
れ
を
通
し
て
自
己
を
賞

讃
す
る
と
い
う
手
法
で
あ
る
。
先
に
翻
詳
し
た
オ
ン
ギ
ン
碑
文
の
東
面
第
五
行
以
下
の
数
行
で
も
、
こ
う
し
た
手
法
は
陣
所
に
見
ら
れ
る
(
。
開

。・円∞
w
O
ω
ど
。
そ
し
て
特
徴
的
な
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
表
現
法
を
、
通
じ
て
、
東
面
で
一
万
さ
れ
た
「
我
が
父
」
の
偉
業
を
、
南
面
に
お
い
て

碑
文
建
立
者
「
我
」
の
功
績
へ
と
轄
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

倒

そ
れ
故
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
オ
ン
ギ
ン
碑
文
東
・
南
両
面
に
見
え
る
「
九
姓
」
攻
略
記
事
は
、
各
々
濁
立
し
た
も
の
で
は
な
く

て
連
績
し
た
記
述
と
見
な
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。
同
碑
文
東
面
第
六
行
に
「
(
設
と
)
な
り
し
時
、
オ
グ
ズ
の

g
m
が
敵
と
な
り
た
り
」
と
記
さ
れ

て
い
る
の
は
、
「
我
が
父
」
(
附
悉
旬
〉

、が
設
と
な
っ
て
す
ぐ
に
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
そ
の
在
位
中
に
と
い
う
意
味
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

- 63ー

四

碑
文
南
面
第
三
行
の
解
樟

こ
れ
ま
で
の
考
誼
に
大
過
な
け
れ
ば
、

オ
ン
ギ
ン
碑
文
東
面
第
六
行
よ
り
南
面
第
二
行
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ
る
九
姓

g
m
の
遠
征
記
事
は
、

碑
文
主
題
者
哨
悉
旬
の
左
廟
察
在
位
中
l
l
l聖
暦
二
(
六
九
九
)
年
か
ら
開
元
四
(
七
一
六
〉
年
|
|
の
記
事
と
推
定
さ
れ
得
る
。

と
こ
ろ
が
、

先
に
翻
誇
し
た
オ
ン
ギ
ン
碑
文
南
面
第
三
行
で
は
、

碑
文
建
立
者
「
我
」
が
一
一
族
の
者
に

「
ロ
仲
間
江
山
心
印
可
印
回

に
我
離
れ
ざ

叶

E
H
F
E
r阿
部
門
戸
田
苫
ロ
に
我
離
れ
ず
、
我
迷
わ
ず
」
と
忠
告
し
て
い
る
件
り
が
あ
る
。

円四回苫
P
、H
d
o巳

σFr刷
陣
官
苫
ロ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
骨
拙
緑
及
び
黙
矩
す
な
わ
ち
此
伽
可
汗
に
あ
て
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。

と
す
れ
ば
、
私
が

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
東
面
の
数
行
に
見
え
る
「
テ
ン
グ
リ
ケ
ン
」
を
黙
畷
に
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
見
え
る
「
九
姓
」
討
伐
記
事
を
哨
悉
旬

る
、
我
裏
切
ら
ざ
る
、

従
来
、
文
中
に
あ
る
吾
郎
同
お

707 
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左
胸
察
在
位
中
の
も
の
と
す
る
考
え
と
大
き
く
矛
盾
す
る
。
で
は
問
題
の
行
を
、

い
か
に
解
穫
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。「我

が
父
」
が
骨
附
稔
可
汗

A
川
w
，

に
忠
誠
を
誓
っ
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
同
様
そ
の
子
の
此
伽
可
汗
に
も
忠
誠
を
誓
う
べ
き
で
あ
る
と
解
四
拝
さ
れ
て
き
制。

と
こ
ろ
が
小
野
川

こ
れ
ま
で
の
大
方
の
通
説
で
は
問
題
の
南
面
第
三
行
は
、

骨
咽
緑
一
門
と
黙
吸
一
門
政
争
中
の
事
件
と
し
て
、

秀
美
氏
は
、

文
中
の
口
芯
江
山
宮
苫
ロ
を
黙
畷
と
理
解
し
て
、

d
HM，
 

'M
円
、

し
で
は
な
ら
ぬ
と
戒
め
た
も
の
で
あ
る
」
と
解
穫
さ
れ
た
。

「
黙
疎
連
が
黙
畷
よ
り
離
叛
し
な
か
っ
た
の
で
、

我
等
も
此
伽
可
汗
よ
り
離
叛

通
説
と
小
野
川
読
の
聞
に
、

H
F
R
F
郎
官
『
田
口
を
骨
哨
緑
、
歎
畷
と
そ
れ
ぞ
れ
見

立
た
な
い
わ
け
で
は
な
い
が

る
遠
い
が
あ
る
が
、
同
，

E
ュ
E
包

g
Eロ
を
歎
線
連
H
此
伽
可
汗
と
見
る
貼
で
は
共
通
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、

別
稿
で
も
述
べ
、

』
の
よ
う
な
解
鐸
が
成
り

叉
本
稿
で
も
確
認
し
て
お
い
た
よ
う
に

オ
ン
ギ
ン
碑
文
が
拙
悉
旬
の
紀
功
碑
で
あ
る
以

上
、
こ
れ
ら
の
設
に
は
多
く
の
疑
念
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
附
悉
旬
は
骨
拙
詠
一
門
に
よ
っ
て
倒
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
敵
方
の
盟
主
に
忠
誠
を
誓
う
と
い
う
こ
と
は
い
か
に
も
奇
異
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

d
v
v
 

小
野
川
秀
美
氏
も
読
か
閥
、
私
も
醤
稿
で
述
べ
て
お
い
た
よ
う
剛
、

ロ
円
以
弘
山
宮
苫
ロ
が
骨
拙
縁
だ
け
の
稽
競
で
な
か
っ
た
と
同
様
、

問
題
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の
叶

E
巴

E
官
官
苫
ロ
も
必
ら
ず
し
も
歎
練
連
日
此
伽
可
汗
に
比
定
さ
る
べ
き
だ
と
私
は
考
え
な
い
。

巴
町
一郎
(
賢
明
な
〉
な
る
稽
暁
を
幣
び
て
い
た
可
汗
を
中
園
史
料
よ
り
拾
い
出
し
て
見
る
と
、
間
{円
哨
緑
耽
伽
閥
可
汗
(
『
新
唐
書
』
各
一
二
五
突
蕨

例

侍
下
〉
を
始
め
と
し
て
十
数
可
汗
に
も
及
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

古
代
チ
ュ
ル
ク
系
民
族
の
聞
で
贋
く
可
汗
の
稽
競
名
と
し
て
傘
稿
さ
れ

た
の
は
、
闘
特
勤
碑
文
、
批
伽
可
汗
碑
文
に
、

良
い
賢
明
な
人
を
、
良
い
勇
敢
な
人
を
進
め
な
か
っ
た
と
言
う
。

(
同

ω∞・ロ
Z

AH
)

天
紳
の
よ
う
な
、
天
神
か
ら
生
ま
れ
た
、

突
廠
の
賢
明
な
可
汗
。
。
ω
y
z
Z
H
)

賢
明
な
可
汗
で
あ
っ
た
と
い
う
、
勇
敢
な
可
汗
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
高
官
も
叉
、
た
し
か
に
賢
明
で
あ
っ
た
と
い
う
、

た
し
か
に
勇
敢
で
あ
っ
た
と
い

う

(

【

伺

ω・
口
開
品
)

と
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
賢
明

(
Z
K
S
と
い
う
こ
と
が
勇
敢
(
即
日
巴
と
共
に
、

可
汗
と
し
て
の
僚
件
資
格
で
あ
り
、

更
に
慶
く
古
代
チ
ュ
ル



A
噌
マ

ク
人
の
聞
で
根
を
お
ろ
し
て
い
た
美
徳
観
念
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
討
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
オ
ン
ギ
ン
碑
文
の
建
立
者
が
一
族
の
者
達
に
述
べ
た
問
題
の
件
り
(
南
面
第
二
・
一
二
行
〉
は
、
歌
矩
(
批

伽
可
汗
〉
へ
の
忠
誠
を
要
請
し
た
も
の
で
は
な
く
て
、
う
ち
績
く
戦
争
で
厭
戦
的
な
気
分
が
起
り
つ
つ
あ
る
一
族
の
軍
隊
を
引
き
締
め
ん
と
し

て
、
一
言
わ
れ
た
も
の
と
思
う
。
そ
れ
故
、
こ
こ
は
、
此
伽
可
汗
と
い
う
一
限
定
さ
れ
た
個
人
名
と
し
て
解
揮
す
る
の
で
は
な
く
、
天
な
る
賢
明

な
可
汗
と
形
容
調
的
に
讃
ま
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
抽
象
化
さ
れ
た
可
汗
こ
そ
は
、
碑
文
建
立
者
の
父
で
一
族
の
長
た
る
拙
悉

旬
を
傘
稿
し
た
も
の
と
思
う
。

五

碑
文
主
題
者
(
埋
葬
者
)
の
死

オ
ン
ギ
ン
碑
文
の
「
本
文
」
は
、
碑
文
主
題
者
の
死
を
告
げ
て
結
ん
で
い
る
。
南
面
第
四
行
の
冒
頭
部
分
は
、

「
上
な
る
天
汗
が
、
辰
の
年

の
第
七
の
月
に
、
力
強
き
、
勇
敢
な
我
が
可
汗
よ
り
、
離
れ
て
行
き
た
り
」
と
述
べ
、
そ
の
上
部
の
銘
第
三
行
か
ら
第
七
行
に
か
け
て
、

が
(
可
汗
)
、
我
が
父
、
辰
の
年
に
、
賢
明
な
人
、
良
き
汗
、
我
が
父
死
し
た
り
'」
と
記
述
し
て
い
る
。
本
稿
の
官
頭
で
も
述
べ
て
お
い
た
よ
う

合
同ヲ

ム
凶
い

「
我
が
父
」
の
死
を
辰
年
で
は
な
く
未
年
と
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
南
面
上
部
の
銘
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
や
は
り
こ
こ
は

ー「

我
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kこ通
説
、
通
り
辰
の
年
と
解
穫
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
我
が
父
」
が
死
亡
し
た
辰
年
と
は
い
つ
か
。
そ
の
解
明
の
手
が
か
り
を
中
園
史
料
よ
り
求
め
て
み
よ
う
。

『
奮
唐
書
』
巻
一
九
四
突
蕨
俸

上
に
、

た
ま
た
ま
抜
曳
固
の
遊
卒
た
る
領
質
略
に
遇
い
、

た
の

〈
関
元
〉
四
年
、
歎
畷
は
叉
北
に
九
姓
の
抜
曳
固
を
討
ち
濁
祭
河
に
戦
い
、
抜
曳
回
大
敗
す
る
。
歎
畷
勝
ち
に
負
み
て
軽
錦
し
、

Anリ

(
額
質
略
)
柳
林
の
中
よ
り
突
出
し
て
、
歎
吸
を
撃
ち
て
之
を
斬
討
。

而
る
に
備
え
を
設
け
ず
、

と
あ
る
よ
う
に
、

辰
年
の
開
元
四
(
七
二
ハ
)
年
に
、

歎
吸
は
九
姓
抜
曳
固
征
討
後
、

『
唐
食
品
そ
の
他
の
記
事
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
歎
畷
死
亡
の
報
を
得
た
骨
拙

そ
の
油
断
か
ら
伏
兵
の
額
質
略
に
殺
さ
れ
た
と
さ
れ
て

709 

い
る
。
歎
畷
の
死
が
開
元
四
年
の
六
月
で
あ
る
こ
と
は
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縁
の
子
閥
特
勤
は
、
骨
附
株
系
一
一
族
再
興
の
好
機
と
し
て

骨
哨
磁
の
子
関
特
動
は
、
醤
部
を
鳩
合
し
て
、
歎
畷
の
子
小
可
汗
(
旬
倶
〉
及
び
諸
弟
親
信
を
盆
く
殺
し
て
、

此
伽
可
汗
と
な
す
。

そ
の
兄
の
左

皇制
歎
車車
速
を
立
て
て

是
を

(
『
醤
唐
書
』
巻
一
九
四
突
欧
停
上
〉

と
あ
る
よ
う
に
、
歎
畷
の
一
族
及
び
そ
の
功
臣
た
ち
を
皆
殺
し
し
て
、
兄
歎
材
料
連
を
此
伽
司
汗
と
し
た
の
で
あ
る
。

闘
特
勤
拳
兵
を
俸
え
る
中
園
史
料
は

し
だ
カ
、

オ
ン
ギ
ン
碑
文
の
主
題
者
咽
悉
旬

。
E
B
F郎
官
写
ロ
)

の
消
息
に
つ
い
て
何
ん
ら
語
っ
て
く
れ
な

『
蓄
唐
書
』
突
蕨
俸
は
更
に
績
け
て
、

(
剛
剛
特
動
)
以
て
左
賢
王
と
な
し
、
専
ら
兵
馬
を
掌
ら
し
む
。

制

と
記
録
し
、
闘
特
勤
が
左
賢
王
に
就
い
て
兵
馬
の
質
権
を
掌
握
し
た
こ
と
を
俸
え
て
い
る
。
左
賢
王
は
旬
奴
の
例
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
左

b
回
、

か
つ
て
護
雅
夫
氏
が
説
か
れ
た
逼
り
で
あ
る
。

方
(
東
方
)
を
領
す
る
王
で
あ
っ
て
、
突
蕨
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

の
ラ
イ
バ
ル
と
な
り
う
る
附
悉
筒
と
て
、
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
闘
特
勤
に
よ
る
東
方
領
域
支
配
は
、

か
つ
て
こ
の
地
を
支
配
し
て
レ
た

- 66ー

先
に
引
用
し
た
『
奮
唐
書
』
巻
一
九
四
突
蕨
俸
上
は
、
闘
特
勤
が
黙
畷
の
功
臣
た
ち
を
壷
く
殺
し
た
と
記
し
て
い
る
。
勿
論
、
兄
此
伽
可
汗

附
悉
旬
の
追
放
を
意
味
す
る
。

オ
ン
ギ
ン
碑
文
南
面
第
四
行
に
、
辰
の
年
七
月
「
我
が
父
」
(
拙
悉
旬

H
H
E円
B
F
W
3
Zる
が
死
亡
し
た
と
記
さ

れ
て
い
る
の
は
、
闘
特
勤
に
よ
る
拙
悉
旬
粛
清
を
意
味
し
て
い
る
。
新
奮
雨
唐
書
突
蕨
俸
に
そ
の
後
附
悉
旬
の
消
息
に
つ
い
て
全
く
語
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
は
、

か
か
る
朕
況
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、

オ
ン
ギ
ン
碑
文
の
建
立
者
が
、
「
我
が
父
」
(
拙
悉
旬

HEZHM広
三
写
る
を
、
勇
敢
な
(
巳
巴
か
つ
賢
明
な

(
E
-
m
S
可
汗
と
し
て
呼
稿
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
拙
悉
包
に
つ
い
て
中
園
史
料
は
、
き
わ
め
て
断
片
的
に
し
か
俸
え
て
い
な
い
が
、

か
れ

が
葉
護
・
設
の
地
位
に
は
あ
っ
て
も
、
可
汗
を
名
乗
っ
た
こ
と
は
ど
こ
に
も
記
し
て
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、

オ
ン
ギ
ン
碑
文
の
主
題
者
を
拙
悉

旬
に
あ
て
る
こ
と
が
間
違
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
否
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。

新
蓄
雨
唐
書
の
突
蕨
俸
は
、
先
に
骨
哨
椋
可
汗
が
死
亡
し
た
際
、

そ
の
弟
の
歎
畷
が
そ
の
子
歎
短
を
抑
え
て
可
汗
位
に
就
い
た
と
記
し
て
い



る
。
つ
ま
り
、
歌
畷
が
骨
哨
稔
の
地
位
を
纏
承
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
時
黙
で
可
汗
位
縫
承
の
原
則
は
、
親
子
相
績
よ
り
兄
弟
相
績
に
襲
更

さ
れ
て
い
る
。
き
す
れ
ば
、
獣
畷
亡
き
後
、
そ
の
後
継
者
は
弟
の
附
悉
旬
で
あ
る
と
考
え
て
も
決
し
て
不
自
然
で
は
な
い
。
咽
悉
旬
の
息
子
た

る
オ
ン
ギ
ン
碑
文
の
建
立
者
が
、
我
が
父
を
、
勇
敢
で
賢
明
な
可
汗
と
呼
ん
だ
の
も
、
か
か
る
朕
況
が
背
景
に
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

元
来
、
突
蕨
に
お
い
て
可
汗
位
を
得
る
も
の
は
、
閥
特
勤
・
此
伽
可
汗
雨
碑
文
に
、

突
販
の
民
の
名
撃
が
無
く
な
ら
ぬ
よ
う
に
と
言
っ
て
、
私
の
父
で
あ
る
可
、
汗
を
、
私
の
母
で
あ
る
可
敦
を
も
ち
あ
げ
た
同
，
E
ユ
は
、
閣
を
奥
え
た
、
H

，g
ュ

は
、
突
販
の
民
の
名
撃
が
無
く
な
ら
ぬ
よ
う
に
と
言
っ
て
、
私
自
身
を
、
そ
の
寸
E
ユ
は
可
汗
と
し
て
、
た
し
か
に
即
位
さ
せ
た
。

(
円
何
回

l
N
由・ロ

開

N
o
l
N
H〉

、H
，g
ユ
が
命
じ
た
た
め
に
、
私
自
身
、
私
の
三
十
三
歳
の
時
に
可
汗
と
し
て
即
位
し
た
。

(

回

同

開

ω品
〉

、命

a，
'仮

ν

吋
昨
口
氏
の
命
に
よ
っ
て
可
汗
と
し
て
そ
の
位
を
得
る
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
可
汗
と
し
て
の
資
質
は
、

と
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

そ
の
可
汗
は
勇
敢
で
あ
る
と
い
う
、
そ
の
参
謀
は
賢
明
で
あ
る
と
い
う
。

(、口。・
N
H
-
N
S

- 67ー

(
H
H

思
品
)

帥

と
あ
る
よ
う
に
、
勇
敢
(
と
巴
、
賢
明
(
ゲ
己
的
一
位
)
が
保
件
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

私
の
叔
父
で
あ
る
可
汗
が
天
掬
っ
た
時
、
賢
明
な
、
勇
敢
な
可
汗
は
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
故
、
先
に
翻
書
し
て
お
い
た
オ
ン
ギ
ン
碑
文
南
面
第
四
行
の
冒
頭
部
分
は
、
力
強
く
て
勇
敢
な

(Eh--ぬ
と
巴
か
つ
賢
明
な

(Em陣
)

可
汗
た
る
我
、
が
父
が
、
辰
の
年
の
七
月
天
汗
(
叶

E
巴
官
ろ
に
よ
っ
て
召
し
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
解
揮
さ
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
解
樺
が

許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
先
に
考
謹
し
た
「
吋
E
門戸ゲ
Fr刷
山
宮
苫
ロ
(
天
な
る
賢
明
な
可
汗
〉
」
が
、
「
我
が
父
」

(
H
E
S
F
W
U『
与
百
日
明
悉
旬
)
を
表
わ

し
た
も
の
と
考
え
て
も
決
し
て
無
理
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。

オ
ソ
ギ
ン
碑
文
南
面
第
四
行
こ
そ
は
、
同
(
円
拙
様
系
一
門
と
獣
畷
一
門
と
の
政
争
の
狭
間
に
あ
っ
て
、
弱
小
な
が
ら
同
じ
阿
史
那

氏
一
族
で
あ
る
と
い
う
誇
り
を
も
っ
、
哨
悉
旬
系
一
門
の
さ
さ
や
か
な
自
己
主
張
な
の
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、

711 
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結
び
に
代
え
て

こ
れ
ま
で
の
考
誼
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

オ
ン
ギ
ン
碑
文
は
、
上
部
に
刻
さ
れ
て
い
る
タ
ム
ガ
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
闘
特
勤
碑
文
・
枇
伽
可
汗
碑
文
ら
と
同
様
、
突
厭
第
二
王
朝

阿
史
那
氏
の
一
族
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
骨
哨
様
、
歎
畷
の
弟
と
し
て
新
奮
雨
唐
書
突
欧
俸
に
見
え
る
拙
悉

旬
の
紀
功
碑
か
と
思
わ
れ
る
。
碑
文
を
建
立
し
た
人
は
そ
の
息
子
で
は
あ
る
が
、
碑
文
東
面
第
四
行
に
兄
の
存
在
が
見
え
る
の
で
、
恐
ら
く
か

れ
は
哨
悉
旬
の
二
男
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。
か
れ
が
父
の
葬
儀
を
主
宰
し
(
南
面
第
四
行
)
父
の
た
め
に
碑
文
を
残
し
た
こ
と
は
、
昔
時
か

れ
が
一
門
の
後
縫
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

オ
ン
ギ
ン
碑
文
が
亡
き
父
の
記
念
碑
と
し
て
の
性
格
を
も
ち
な
が
ら
も
、
同
時
に
、
建
立
者
自
ら
の
事
跡
も
書
き
加
え
て
い
る
の
は
、
自
ら

ク
ロ

l
ソ
ン
は
、
碑
文
主
題
者
「
我
が
父
」
の
死
亡
年
代
を
未
年
と
し
て

そ
の
設
立
年
代
を
七
三
二
(
関
元
二

O
〉
年
か
ら
七
三
四
(
閲
元

- 68ー

が
父

百円
E
F山
・
苫
写
ロ
(
哨
悉
旬
)
の
後
継
者
で
あ
る
こ
と
を
、

一
族
の
者
に
明
示
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
既
に
あ
っ
た
轍
欲
谷
碑
文
や
闘
特
勤
碑
文
を
模
し
て
造
ら
れ
、

帥

(
田
口

E
N
O
匂

rz口広
)
的
文
章
で
彩
ら
れ
て
い
る
と
結
論
づ
け
た
。

二
二
)
年
末
に
求
め
て
い
る
。

主
盟
性
の
な
い
精
神
分
裂
症

本
文
で
も
述
べ
て
お
い
た
よ
う
に
、

オ
ン
ギ
ン
碑
文
に
み
え
る
若
干
の
矛
盾
や
碑
文
構
成
の
不
統
一
は
、

ク
ロ

l
ソ
ン
が
述
べ
る
よ
う
に
、

決
し
て
主
僅
性
の
な
い
模
倣
か
ら
く
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
碑
文
に
埋
葬
さ
れ
た

「我
が
父
」
と
そ
の
子
碑
文
建
立
者
の
複
雑
な
政
治

的
立
場
か
ら
く
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
文
で
述
べ
た
こ
と
を
繰
り
、逗
し
て
言
う
な
ら
ば
、
碑
文
主
題
者
拙
悉
筒

(H
Eヨ
ぷ
)
は
、
歌
畷
政
権
の

一
翼
を
措
っ
て
い
た
が
放
に
、
開
元
四
年
六
月
の
歌
畷
の
急
死
に
よ
っ
て
、
表
面
化
し
た
骨
咽
様
一
門
と
歎
吸

一
族
の
政
争
に
巻
き
こ
ま
れ
た

の
で
あ
る
。
か
れ
が
、
歌
畷
の
後
を
這
う
よ
う
に
し
て
同
年
七
月
死
亡
し
た
の
は
、
此
伽
可
汗
・
閥
特
勤
一
族
に
よ
る
粛
清
の
結
果
で
あ
っ

た
。
オ
ン
ギ
ン
碑
文
南
面
第
二
行
か
ら
第
三
行
に
見
ら
れ
る
記
述
は
、
同
{
同
地
縁
系
と
黙
畷
系
雨
振
の
争
い
の
下
で
、
苦
し
い
立
場
に
追
い
こ
ま



れ
た
拙
悉
旬
一
門
の
苦
漉
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

主
題
者
百
件
B

F

W

(
附
悉
旬
)
が
死
亡
し
た
と
思
わ
れ
る
開
元
四
(
七
二
ハ
〉
年
七
月
よ
り
濯
く
な
い
時
期
に

建
て
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
闘
特
動
に
よ
る
粛
清
の
披
が
、
や
が
て
一
族
の
者
に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。

碑
文
に
多
く
の
脱
落
が
見
え
る
の
も
、
こ
れ
が
比
較
的
短
期
聞
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
更
に
オ
ン
ギ
ン
碑
文
の
文
字
の
中
で
、

包

m
ノ
ー
な
ど
の
文
字
が
、
閥
特
勤
碑
文
や
此
伽
可
汗
碑
文
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
オ
ン
ギ
ン
碑
文
が
そ
れ
ら
よ
り
古
き
こ
と
を
示
し
た
も
の

そ
れ
故
、

オ
ン
ギ
ン
碑
文
は
、

と
も
言
え
ま
い
か
。

と
も
あ
れ
、

オ
ン
ギ
ン
碑
文
は
、
弱
小
な
が
ら
も
阿
史
那
氏
の
一
族
と
し
て
の
誇
り
を
も
っ
附
悉
旬
の
一
門
が
、
突
阪
第
二
王
朝
建
設
に
貢

献
し
た
こ
と
を
、
突
阪
の
民
た
ち
に
高
ら
か
に
示
す
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
記
念
碑
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

713 

註ω
オ
ン
ギ
ン
砕
文
は
、
一
八
九
一
年
、
ロ
シ
ア
の
民
族
摩

・
考
古
閑
象
者
ヤ

ー
ド
リ
ン
ツ
ェ
フ
(
泊
泊
勺
出
国
民何回・

2
〉
に
よ
っ
て
、
現
モ
ン
ゴ
ル
人
民

共
和
園
の
オ
ン
ギ
ン
河
水
域
の
タ
ラ
メ
ル
で
夜
見
さ
れ
た
。
そ
の
設
見
の

経
緯
に
つ
い
て
は
、

。円
r
E
-
z・
2
・u
何
回

rF
吋
r
r
Jヘ健三
R
r
n
FF

N-
v
gロ
E
r
g
g
-
d申
・
で
述
べ
ら
れ
、
柴
田
武
「
オ
ル
ホ
ン
碑
文
の

夜
見
と
研
究
」
(
『
東
洋
拳
報
』
第
一
一
一
一
巻
第
三
時
匹
、
一
九
五
四
年
)
に
よ

っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
向
こ
の
碑
文
を
、
ソ
聯
の

一
部
の
撃
者
は
、

ア

ル
プ
u
エ
レ
ト
ミ
シ
ュ
碑
文
と
名
づ
け
て
い
る
よ
う
だ
が
、
普
通
に
褒
見

さ
れ
た
地
名
を
と
っ
て
、
オ
ン
ギ
ン
碑
文
と
名
づ
け
た
方
が
よ
り
適
切
で

あ
る
よ
う
に
思
う
。
護
雅
夫
「
ク
リ
ヤ
シ
品
ト
ル
ヌ
イ
他
『
〉

-z・
コ
ノ

ノ
フ
数
授
満
六
十
歳
記
念
チ
ユ
ル
ク
皐
論
文
集
』
」
(
『
東
洋
事
報
』
第
五

三
巻
第
二
鋭
、
一
九
七

O
年
〉
参
照
。

ω
敵
欲
谷
碑
文
は
、
敵
欲
谷
自
身
に
よ
っ
て
、
関
元
四
(
七

二
ハ
〉
年
に

作
成
さ
れ
、
か
れ
が
死
亡
し
た
開
元

一一一一(
七
二
五
〉
年
直
後
に
建
設
さ

れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
叉
、
関
特
動
碑
文
は
、
ョ
ル
リ
グ
u
テ
ギ
ン

(
J
R
o
-
-
々
、
叶
品
日
)
が
文
章
を
草
し
、
関
特
動
の
兄
枇
伽
可
汗
に
よ
っ
て

建
て
ら
れ
、
更
に
此
伽
可
汗
碑
文
は
、
開
元
二
三
(
七
三
五
)
年
そ
の
子

登
利
可
汗
(
、
H
，
g
ュ
ロ
弐
E
)
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

護
雄
夫
「
突
廠
碑
文
劉
記
|
|
突
阪
第
二
可
汗
園
に
お
け
る

「ナ

シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
」
|
|
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
三
四
巻
第
四
続
、
京
都
、
昭
和
五

一年〉

参
照
。
向
本
稿
に
お
い
て
は
、
敵
欲
谷
碑
文
ハ
吋
)
、
関
特
動
碑

文

(
同
)
、
此
伽
可
汗
碑
文
(
回
目〉
、
オ
ン
ギ
ン
碑
文
(

O

)

、
と
各
々
略
記

す
る
。
そ
し
て
、
東
面
・
南
面
・
西
面
・
北
面
を
そ
れ
ぞ
れ
戸

ω・〈〈・

2
で
示
し
、
行
番
腕
肌
を
数
字
に
て
あ
ら
わ
す
。
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例
と
な
っ
て
い
る
、
東
↓
西
↓
南
↓
北
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
オ

ン
ギ
ン
碑
文
製
作
者
が
、
中
園
思
想
の
強
い
影
響
を
受
け
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
護
雅
夫
「
師
同
公
と
四
至
」
(
『古
代
ト
ル
コ
民
族
史
研
究
』
I
、

東
京
、
一
九
六
七
年
)
四
七
七
|
四
九
九
頁
参
照
。

帥
護
雅
夫
、
前
掲
論
文
(
註

ω参
照
〉
、
四
頁
。

帥
ホ
シ
ョ

l
ツ
ア
イ
ダ
ム
碑
文
が
、
ィ
ル
テ
リ
シ
ュ
可
汗
の
功
業
を
讃
え

て
い
る
の
に
封
し
、
オ
ン
ギ
ン
碑
文
は
、
ィ
リ
ト
ミ
シ
ュ
葉
護
の
偉
業
を

賛
美
し
て
お
り
、
雨
碑
文
の
違
い
が
際
立
っ
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
て

よ
し
。

同
拙
稿
、
前
掲
論
文
。

同
拙
稿
、
前
掲
論
文
。

同
問
突
阪
第
一
王
朝
の
沙
鉢
略
可
汗
が
隔
の
文
帝
に
お
く
つ
た
書
に
、
「
従

天
生
大
突
廠
天
下
賢
天
子
伊
利
倶
慮
設
莫
何
始
波
羅
可
汗
」
と
自
ら
稽
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ヱ
曲
、
同

g国
g-
∞
・
三
-
u
k

局
、
ミ
ミ
・

3
6、宮町、円
h
h
h
H
n-
h
o

面白
、
ア
己
巾
Z
S
Z
H
，司目
、同・
H
由
品
川
w

・円
、『

-V-J-吋・

帥
小
野
川
秀
美
、
前
掲
論
文
〈
註
的
参
照
)
四
三
七
頁
。

同
岩
佐
精
一
郎
「
突
阪
の
復
興
に
就
い
て
」
〈
『
岩
佐
精
一
郎
遺
稿
』
、
東

京、

一
九
三
六
年
)
一
一
一
一

O

二
三
頁
。

帥
片
山
章
雄
氏
は
、
従
来
言
わ
れ
て
い
た
「
九
姓
銭
勤
」
「
銭
動
九
姓
」

は
中
園
側
で
補
足
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
斗
O
E
N
O苫
N
の
直
誇
は

「
九
姓
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
本
来
の
「
九
姓
」
は
族
長
連
合
で
あ
っ
た
や

も
し
れ
な
い
と
推
定
さ
れ
た
。
そ
れ
故
、
本
稿
で
も
吋
。
『
E

O『
E
を

「
九
姓
」
と
翻
謬
し
た
。
片
山
章
雄

「寸。『

E
O
E
N
と
「
九
姓
」
の

諸
問
題
に
つ
い
て
」
(
『
史
皐
雑
誌
』
第
九

O
編
第
一
一
一
鋭
、
昭
和
五
六

年
)
一
一
一
九
|
五
五
頁
。

帥
同
様
の
記
事
が
『
新
唐
書
』
巻
二
一
五
突
蕨
俸
上
、
『
通
典
』
巻
一
九

八
逸
防
一
四
突
阪
中
、
『
資
治
遁
鑑
』
巻
二

O
五
唐
紀
一
一
一
等
に
も
見
ら

れ
る
。

帥
岩
佐
精
一
郎
氏
は
「
唐
人
が
塞
外
の
事
情
に
疎
か
り
し
」
と
さ
れ
て
、

中
園
史
料
の
記
載
を
否
定
さ
れ
る
が
、
そ
う
で
な
い
こ
と
は
本
文
で
述
べ

た
通
り
で
あ
る
。
同
「
突
廠
枇
伽
可
汗
碑
文
の
紀
年
」
(
註
同
所
引
前
掲

書
)
一
八
三
頁
。

同
『
新
唐
書
』
巻
一
一
一
五
突
蕨
博
上
に
、
「
天
授
初
、
骨
附
糠
死
、
其
子

幼
不
得
立
、
歎
畷
自
立
篤
可
汗
纂
位
」
と
あ
る
。

制
護
雅
夫
氏
は
、
旬
倶
を
本
名
と
し
、
突
蕨
語
の
可
汗
放
が
同
ロ
即
-
J
H
ロニ・

官
苫
ロ
〈
移
浬
可
汗
)
で
、
そ
れ
の
中
園
語
課
が
拓
西
可
汗
で
あ
る
と
さ

れ
た
。
同
「
、
『
o
ミ
ロ
』
ロ
』
碑
文
に
見
え
る

r
o岡
田

J
E岡
田

J
官
苫
ロ
に
つ

い
て
」
(
『
東
洋
皐
報
』
第
五
二
巻
第
一
一
鋭
、
一
九
六
九
年
)
六
九
頁
。

同
『
史
記
』
巻
一
一

O
旬
奴
俸
に
、
「
旬
奴
謂
賢
日
屠
番
、
故
常
以
太
子

震
左
屠
番
玉
」
と
あ
り
、
『
後
漢
書
』
巻
八
九
南
旬
奴
俸
に
、
「
其
大
巨
費

者
左
賢
玉
、
次
左
谷
金
玉
、
次
右
賢
王
、
-
次
右
谷
愈
玉
、
謂
之
四
角
」
と

あ
る
よ
う
に
、
左
が
常
に
優
位
で
あ
っ
た
。

同
歎
畷
が

「
父
天
上
得
果
報
天
男
突
蕨
聖
天
骨
附
蔽
歎
畷
大
可
汗
」
ハ
『唐

故
三
十
姓
可
汗
貴
女
、
賢
カ
枇
伽
公
主
、
署
長
中
郡
夫
人
、
河
那
氏
之
墓

誌
』
)
と
あ
る
よ
う
に
、
「
天
男
」

・
「
聖
天
」
と
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
も
傍

誼
と
な
ろ
う
。
羽
田
亨

「
唐
故
三
十
姓
可
汗
貴
女
阿
那
氏
之
墓
誌
」
(
『
羽

田
博
土
史
皐
論
文
集
』
上
巻
、
言
語
・

宗
数
編
、
京
都
、

一
九
七
八
年
〉

三
六
三
頁。

帥
同
州
包
-
o
m
F
d
〈
・
一
。
、
・
町
民
同
・
・
(
註

ω参
照
〉

ω-NS-

帥
小
野
川
秀
美
、
前
掲
論
文
(
註
的
参
照
)
、
四
四
七
頁
。
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M
W

〉
冨
』
曲
目】

O
F
吋・

一
-ZZ
浜
市
円
、
『
℃-
M

吋・

帥

玄
2
0回
・
の
・
開
・
一
言
宮
浜
巾・

門司自
v-Z-

ω

2
2
2
p
。・

一
も
・
2
HJ
司
H

∞∞・

伺

、H
，o
r
F
吋
-
u

。、・町民
H
J

-u-
N

ミ・

岡

田〈

E
E
S
E
E
F
(い
・
「

--
P『
E
5
2
R
5
EhHロ
5

5
回

0
2。ロ

Z
O
B

「
S
F
h
U
R
b
Q
吋
R
2待
。
・
切
口
L
8
2同・

5
戸
右
論
稿
の
紹
介

が
護
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
設
雅
夫
「
エ
ス

H
ゲ

l
H
F
リ
ャ
シ

ュ
ト
ル
ヌ
ィ
著
、
東
ゴ
ピ
の
ル
l
ン
文
字
銘
文
」
(
『
東
洋
製
報
』
第
五
七

巻
第

一一
鋭、

一
九
七
四
年
〉。

伺
小
野
川
秀
美
「
餓
紡
の
一
考
察
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
五
巻
第
二
放
、

昭
和
一
五
年
)
一
一
六
|
二

八
頁
参
照
。

同
キ
ル
ギ
ス
よ
り
我
々
は
腕
っ
た
。
突
騎
施
の
可
汗
よ
り
斥
候
が
き
た
。

そ
の
言
葉
は
次
の
よ
う
だ
つ
た
。
東
の
可
汗
に
向
け
寧
を
出
そ
う
と
言
っ

た
。
(
中
略
)
我
々
を
倒
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
と
言
っ
た
。

突
騎
純
の

可
汗
は
出
渡
し
た
、
と
か
れ
は
言
っ
た
。

(叶
，N
由・

ω
。)

倒

小
野
川
秀
美
、
前
掲
論
文
(
註
肘
参
照
)
、
四
四

ご
H
R
。

川

ラ
ド
ロ
フ
(
屯

-hp・
〔註

ω参
照
〕

ω・ぼ∞・)、

7
l
ロ
フ
今
回
富
美
巾

2hv・ロ・)、

ク
ロ

l
ソ
ン
(
。
hv・
2Hよ
同
省

-
S
OI
H
S
-)。
た
だ
、
マ

ル

ク
ワ
ル
ト
は
、

2
0ユ
玄
ぽ
郎
官
苫
ロ
を
歎
畷
に
比
定
し
て
理
解
し
て
い

る
。
(
。
hv
円た・

司
・
品
。
)

帥
小
野
川
秀
美
、
前
掲
論
文
(
註
M
W
多
照
)
、
四
三
九
頁
。

帥

小
野
川
秀
美
、
前
掲
論
文
(
註
別
多
照
)
、
四
三
三

i
四
三
六
五。

帥

拙
稿
、
前
掲
論
文
。

川開
館
南
雑
と
な
る
の
で
一
部
だ
け
泉
げ
る
と
骨
篤
蔽
此
伽
可
汗

(
『新
尉
訟
』

各
二
一
五
突
阪
停
上
)
芯
伽
骨
附
蔽
可
汗
(
『
同
』
〉
英
武
威
遠
此
伽
可
汗

令
指闘
唐
書
』

巻
一
九
五
廻
紘
停
)
昆
伽
閥
可
汗
(
『
同
』
)
登
羅
弱
録
波

密
施
句
主
録
此
伽
可
汗
(
『
同
』
〉
膝
星
野
合
倶
録
此
伽
可
汗
(
『新
唐
書
』

巻
二
一
七
四
位和
停
上
)
等
で
あ
る
。
他
に
中
園
人
が
笑
廠
よ
り
可
汗
放
を

受
け
る
例
も
あ
る
。
大
度
此
伽
可
汗
(
『
奮
唐
書
』
梁
師
都
博
〉
こ
の
他
、

可
敦
、
特
動
が
此
伽
の
格
競
を
名
乗
る
例
も
数
多
く
あ
る
。

同

こ
の
よ
う
な
突
阪
に
お
け
る
君
主
観
や
美
徳
観
念
に
つ
い
て
は
、
護
雅

夫
氏
の
研
究
が
あ
る
。

玄
O

『f
F
A
-

一
吋
F
o

、Hd
F
n
r
E
n
F

。
。
ロ
円
。
日
比
三

ω。〈命『
g
m
p
k由
。
叫
d
h

kzrE
叫4
N
(

リヘ凶品
H

・、『
oru、0
・
呂
田
H

・
3
・ミ

l
a-

輔

の
-
2
8
p
。
・
一
。
、
・
町
民
同
・
・
司
-
H
U
M
-

吋
o
r
z
-
吋
-
一
。
、
-
R
H
・・司
-
N
2
・

ク
ロ

l
ソ
ン
は
こ
の
未
年
を
七
三
一
(
関
元
一
九
)
年
に
あ
て
て
い
る
。

伺

『
資
治
通
鍛
』
各
一
一一一

唐
紀
二
七
玄
宗
開
元
四
年
の
僚
に
は
、
「
葵

回
、
抜
曳
悶
斬
突
廠
可
汗
歎
畷
首
来
献
。
時
歎
畷
北
撃
抜
曳
岡
、
大
破
之

於
濁
繁
水
、
峠
吋
勝
軽
師
、
不
復
設
備
、
遇
抜
曳
聞
道
卒
額
質
略
、
白
柳
林

突
出
、
斬
之
。
(
中
略
)
哲
質
略
以
其
首
錦
之
」
と
あ
り
、
注
に
「
叉
新

欝
紀
皆
云
六
月
美
酉
斬
殿
畷
、

唐
麿
亦
在
六
月
」
と
あ
る
。

同

「
四
年
六
月
、
歎
畷
潟
抜
曳
固
斬
首
来
降
。
」
(
巻
九
四
北
突
廠
)
向

『品
川
府
元
組
』
巻
九
七
三
外
臣
部
助
園
討
伐
に
「
(
玄
宗
開
元
四
年
)
七

月
、
突
阪
可
汗
歎
畷
、
背
恩
篤
九
姓
抜
曳
固
所
殺
、
斬
其
首
、
迭
至
京

師
」
と
あ
っ
て
七
月
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
六
月
の
誤
ま
り

で
あ
る
。

仰

こ
こ
で
は
「
左
民
王
」
と
し
て
い
る
が
(
『
通
典
』
径

一
九
八
突
阪
中

も
同
様
)
、
『資
治
通
鑑
』
径
一一一

一
筋
紀
二
七
玄
宗
開
元
四
年
の
僚
で
は

「
右
賢
王
」
と
し
て
い
る
(
但
し
一
九
五
六
年
北
京
古
籍
出
版
祉
刊
標
黙

本
は
「
左
賢
王
歎
疎
遠
」
と
つ
く
っ
て
い
る
)
。
だ
が
こ
こ
は
「
右
賢
王
」
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と
つ
く
る
べ
き
こ
と
は
、
小
野
川
秀
美
、
護
雨
氏
の
設
か
れ
る
と
お
り
で

あ
る
。
小
野
川
秀
美
、
前
掲
論
文
(
註
刷
参
照
〉
、
三
五
九
頁
。
護
雅
夫

前
掲
書
、
五
九
頁
註
七
七
。

帥

拙
稿
「
旬
奴
君
長
権
の
性
格
|
|
伺
奴
遊
牧
社
舎
の
歴
史
的
規
定
を
め

ぐ
っ
て
|
|
」
(
『
駿
議
史
筆
』
第
四
三
鋭
、
昭
和
五
三
年
〉
参
照
。

制
護
雅
夫
「
突
阪
の
園
家
|
|
「
オ
ル
ホ
ン
碑
文
」
を
中
心
に
|
|
」
(
『
士
口

717 

代
史
講
座
』
第
四
谷
、
東
京
、
昭
和
三
七
年
)
一

ooー
一

O
三
頁
。
こ

の
論
文
は
、
前
掲
書
三
六
三
七
頁
に
所
枚
。

伺

豆
O

門戸・

7
向・…。司・

2
4
3・記
1
3
・

同
此
伽
可
汗
(
回
F
Z凶
宮
『
自
「
賢
明
な
可
汗
」
)
沙
鉢
略
可
汗
(
同
刷
r
R同

官
苫
ロ
「
勇
健
な
可
汗
」
)
甜
一
寸
は
そ
の
典
型
的
な
例
と
言
え
よ
う
。

制

2
2
8
p
。-一。、・

1
T
句・

5N-
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AN INQUIRY INTO THE ONGIN MORTUARY STELE：

　　

THE PURPOSE AND DATE OF ITS ERECTION

Sawada Isao

　　　

Ilitmis yabru, the individual eulogized in the Ongin mortuary stele,

is the Turiik language name of Duoxifu 咄悉匍who appears in Chinese

historical tｅχts. The Ongin mortuary stele was erected by Ｄｕｏ-χi-fu's

sons as ａ memorial of their father's accomplishments. The object of this

essay is to elucidate when the On gin mortuary stele was erected and why

it was erected｡

　　　

According to ａ statement in the fourth｡line of the inscription on the

southern face of the Ongin stele, Ilitmi§yab7'u (Duoxifu) died in the

ｓｅ▽enth month of the dragon year. This is of course the fourth year of

伍ｅ Kaiyuan 開元period (AD 716).　It is recorded in the Tiiruk section

of the Jiｕ Ｔａｎｇｓｈｕ　＾唐書突原傅that in that year the Turiik ｑａγanBar

＆)ｒ獣啜可汗died and that Qutlur骨咄縁'ｓ son Ｋ６１･tegin 闘特勤took up

arms supporting his elder brother BilgaqaT-an Itfc伽可汗and killed the

entire clan of Bar ioT. The date of Ilitmi§yabru's death, as it is recorded

ｏｎ'the Ongin stele, probably indicates that he was defeated in ａ struggle

with Kol-tegin and killed｡

　　　

In short, the clan which erected the Ongin stele had been driven into

a di伍cult position, standing in the middle of a political controversy

betwｅｅｎ the house of QutluT' and the house of Bar Cor. The inscription

on the southern face of the Ongin stele well eχpresses their bitterness

at that time｡

　　

In any event, the Ongin stele was erected not long after the death

of Hit皿i§in 716.　Thusﾀ the stele was made as ａ memorial stele, ｅχａｇ。

gerating the position of the deceased as having belonged to ａ weakened

clan of Ashina 阿史那, and intended to loudly promulgate to the Turiik

people the contributions made by the house of Duoxifu in founding the

Turuk state.
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